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①コンビナート等再生型、②データセンター集積型、③脱炭素電源活用型（GX産業団地）の３類型に
ついて、地域選定のための公募を開始（令和７年12月23日（火）～令和８年2月13日（金））

（出典：第７回GX産業構造実現のためのGX産業立地ワーキンググループ事務局資料を元に北海道経済産業局で作成） 2



北海道内の洋上風力発電の全体像

石狩湾新港洋上風力プロジェクト

・2024年1月 運転開始

[発電事業者] 合同会社グリーンパワー石狩

（(株)JERAと(株) GPIによる特別目的会社）

[出力規模] 11.2万kW

[風車基数] 8MW×14基 

[風車メーカー] シーメンス
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一般海域（再エネ海域利用法に基づく事業）

②岩宇・南後志地区沖【56~71万kW】

・2023年5月 有望区域に整理

・2024年7月 第1回法定協議会

・2024年11月 第2回法定協議会

④檜山沖【91~114万kW】

・2023年5月 有望区域に整理

・2023年12月 第1回法定協議会

・2024年7月 第2回法定協議会

・2024年11月 第3回法定協議会

・2025年３月 第4回法定協議会

・2025年7月30日 促進区域指定

⑤松前沖【25~32万kW】

・2023年5月 有望区域に整理

・2023年11月 第1回法定協議会

・2024年3月 第2回法定協議会

・2024年7月 第3回法定協議会

・2025年7月30日 促進区域指定

①石狩市沖【91~114万kW】

・2023年5月 有望区域に整理

・第1回法定協議会は現時点で未開催

③島牧沖【44~56万kW】

・2023年5月 有望区域に整理

・第１回法定協議会は現時点で未開催

最大高
196m

最大高
147m

東京都庁

高さ243m

シーメンス8MW
【石狩】

ベスタス4.2MW
【秋田】

とりまとめ

とりまとめ

北海道初の促進区域指定
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苫小牧市沖におけるCCS事業について

CCS（Carbon dioxide Capture and Storage）は、鉄、化学、石油精製、セメント等の脱炭素化が難しい分野

や発電所等で発生したCO2を地中貯留することで、電化や水素等を活用した非化石転換では脱炭素化が難しい分

野において脱炭素化を実現できるため、エネルギー安定供給、経済成長、脱炭素の同時実現に不可欠。

2030年代初頭からの事業開始に向けて、CO2排出源から、輸送方法、貯留地の特定に至るまで、CCSバリュー

チェーン全体の立ち上げ・効率化を可能とする事業モデルの確立を目指すべく、「先進的CCS事業」を選定し支援。

◼ 「先進的CSS事業」のひとつとして、苫小牧市沖では、近隣の発電所と製油所からのCO2を地中貯留する事業が計

画されており、2025年２月に特定区域の第一号として指定。

石油資源開発（JAPEX）から試掘許可申請があり、その内容について、地域の意見を聞くべく知事協議・公衆縦覧

を実施した結果、試掘について支障がない旨の回答を得られたことから、JAPEXに対して2025年９月に試掘の許可を

与え、試掘実施計画の認可・工事計画の届出を経て、11月から試掘に向けた工事を開始したところ。

1 km

★ ★

CO2回収
北海道電力 苫東厚真発電所

＜凡例＞
青実線・・・CO2パイプライン
緑実線・・・CO2試掘井(地上
から海底下へ斜めに掘削)

CO2回収
出光興産 北海道製油所

◎

試掘区域 ※ 試掘区域は、赤枠のエリ
アの直下の深度300m
～ 2,500m の 区 域
（CCS大規模実証試
験の CO2貯留エ リ ア
（※）を除く。）

（※）
輸送・貯留
JAPEX

2025年
2/21～5/21 特定区域指定・公表

事業者公募

6/5～9/5 知事協議

6/27～7/28 公衆縦覧

9/17 試掘の許可

2026年度以降 投資決定・貯留許可

2030年度以降 貯留開始

＜スケジュール＞＜先進的CCS事業における苫小牧地域での計画概要＞
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（出典：総合エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会／電力・ガス事業分科会 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（第78回））
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GX地方創生シンポジウムの開催（参加者：計350名）
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